



































































　① The Theory of Moral Sentiments, Edited by D.D. Raphael and A.L.Macfie,Glasgow Edition,1976.（TMS
と略記する）。邦訳は水田洋訳『道徳感情論』（上）（下）岩波文庫，2003年による。
　② Lectures on Jurisprudence, Edited by R.L. Meek, D.D. Raphael, and P.G.Stein, Glasgow Edition, 1978.
（LJ（A）, LJ（B）と略記する）。邦訳はLJ（A）: Lectures on Jurisprudence: Report of 1762-63, 水田洋・
篠原久・只腰親和・前田俊文訳『アダム・スミス法学講義1762~1763』名古屋大学出版会，2012年，及
びLJ（B）:Lectures on Jurisprudence:Report dated of 1766，水田洋訳『法学講義』岩波文庫，2005年
による。
　③ An Inquiry into the Nature and Causes of the Wealth of Nations, Edited by R.H. Campbell and


















































































































他の凶悪犯の場合と非常に違ったものである。｣（LJ（A）, p. 105, 訳108頁）
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りすることを防ぐことである。」（LJ（A）, p. 5, 訳1頁）また「司法の目的は，侵害にたいして安全
を保障することである。人はさまざまな点で，侵害されうる。第一に人間として，第二に家族の




（LJ（B）, p. 399, 訳25頁）
５） 　Stewart,Dugald,‘Account of the Life and Writing of Adam Smith, LL. D.’in Essays on Philosophical





























































ら防衛するために，設置されているのである。」（WN, vol. 2, p. 715, 訳（3）382頁）
　このように，スミスによれば，いわゆる経済社会発展の四段階論のなかの第二番目の牧畜民の
段階において政府が成立したというのである。しかし，牧畜民の時代の統治は「不完全で粗野な
















だとおもわれるだろう。｣（LJ（B）, p. 459, 訳188頁）
　以上のように，スミスは，先占による所有権の根拠と侵害に対する排除の説明において同感理論を
用いているが，先占に限らず時効等においても適用されている。「この時効の権利は，実際は先占の
































れている。」（TMS, p. 340, 訳（下）398頁）
　しかし，彼によれば，歴史上の政府はかならずしも人びとを侵害しなかったわけではないとい
う。「人類の支配者たちの暴力と不正は昔からの悪徳であり，これにたいしては，ほとんど是正


























なのである。」（LJ（A）, p. 315, 訳337頁）
　スミスは，以上のように原契約説の批判と抵抗権を認めた上で「義務の基礎が，人類がまった
く知らない原理だということは，ありえない」（LJ（B）, p. 403, 訳37頁） として，人びとが政府に
服従する原理として「権威の原理と効用の原理」（principles of authority and utility）をあげている。
　「ふたつの原理が，人びとを市民社会にはいらせる。それらをわれわれは，権威の原理と効用
の原理とよぶことにする。」（LJ（B）, p. 401, 訳32頁）
　これらの両原理は，政治的権威と政治的義務を説明するものである。まず権威の原理は，すぐ
８） 　Hume, David, A Treatise of Human Nature, ed., by L.A. Selby-Bigge, Oxford, 1955,（THNと略記す


































































もわれわれは，より大きな害悪をさけるために，それらの制度に服従する。」（LJ（B）, p. 402, 訳34頁）
　この場合，重要なことは，人びとを政治的諸制度に服従するように動かすのは，「私的な効用














12） 　Hume, David, Essays, Moral, Political, and Literary, ed., by E.F. Miller, revised edition, Liberty 





















































































































会の平和を乱そうという気持ちになる。」（TMS, p. 149, 訳（上）433頁）
　このような貪欲や野心・虚栄に満ちた社会は腐敗した社会であり，富と徳とは一致せず，「こ
の羨望される境遇に到達するために，財産への志願者たちはあまりにもしばしば，徳への道を放
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